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１　問題の所在

①日本の学校教育における特別活動の意義と役割
特別活動の目標は「望ましい集団活動を通して、心身

の調和の取れた発達と個性の身長を図り、集団や社会の
一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主
的、実践的な態度を育てるとともに、人間としての生き
方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う。」（平
成20年度版中学校学習指導要領）となっている。新しく

「人間関係を築こうとする」ことが加えられた。
日本の学校においては、学級活動、児童会生徒会活動、

学校行事などの特別活動に相当数の授業時数を使ってい
る。特別活動では、学級の中の「班」というグループ活
動が重視されており、学級の話し合い活動、掃除当番や

給食当番、飼育係の当番など活発に機能している。しか
も、それは授業中の話し合い活動や実験、校外活動など
の場面でも大いに機能している。そこでは、協力や助け
合い、他への貢献の仕方、グループ内の合意の仕方、奉
仕の精神、他の成員の気持ちを察することなどを学んで
いる。また、児童会、生徒会といった児童生徒の自主
的な活動が教育課程に位置付けられ、学校教育活動の一
環として行われていることも特筆すべきこととされてい
る。

②本学学生の特別活動に対する認識
本学学生は学校生活で楽しかったこととして、特別活

動の内容を挙げる割合が高い。

資料１　「中学校生活で楽しかったこと」　特別活動論受講生アンケートより

 ［授業］計10
選択授業　２
技術の時間の工作　２
体育の授業　２
理科の実験　２　　家庭科　１
習熟度別授業の先生の話

 ［学級活動］計13
クラスがまとまっていた　10
担任がよかった　３

 ［生徒会活動］計５
生徒会活動　４
中３の時学校をよい方向へ持っていこうと協力して取
り組んだ　１

 ［部活動］計22
 ［昼休みや放課後］）計13

昼休みの鬼ごっこ、読書
放課後図書室で遊んだこと
よい友達ができた　９

資料１　中学校生活で楽しかったこと

 ［学校行事］計41
体育会　13
修学旅行　８
クラスマッチ　５　※運動が苦手でも楽しめた。
合唱コンクール　９
文化祭　３
宿泊訓練　行動教室　２
職場体験１

学級活動

学校行事

生徒会活動

授業

部活動

友達とのふれあい

その他
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資料２　生徒会役員等の経験

　本学学生は、小学校、中学校、高等学校などでの生徒
会役員等の経験者の割合が約５割と比較的多い。
　「生徒会役員や○○専門委員長などの経験がありますか。」
※クラスの学級委員長は除外して集計　特別活動論受講

生アンケートより

その経験の振り返りとしては、
○学校全体を良くするためにどうすべきか大変だった

が、ある意味それが楽しかった。
○人前で発表する機会が増え、度胸がついた、自信がつ

いた。
○生徒会がないと体育祭・文化祭など学校行事が成り立

たないと感じた。
○内向的な性格が外向的に変わった。議論の練習がで

き、自己肯定感を得ることができた。
○学校行事などで先生と協力して物事を進めることの難

しさを感じた。
○人をまとめたり、行事を運営したりすることの大変さ

を知った。
○計画を立てる力がついた。企画することの大変さが分

かった。　
●生徒会長になり、生徒の代表として学校のために何が

できるか悩んだ。
●学校行事などで帰りが遅くなり辛かった。
●部活や勉強との両立が難しかった。

等、大変だったがやりがいがあったとする感想が多く
見られたが、悩んだとする感想もあった。

反面、役員以外の一般生徒の中には、「生徒会活動を
する人が理解できなかった。」「生徒会の組織などを批判
的にみていた。」「生徒会の活動は面倒くさいと思ってい
た。」など生徒会活動に対する忌避感情も見られる。

学校生活が楽しいと感じたり、生徒会活動に積極的に
取り組んだりすることは、学校生活への適応が出来、心
の居場所があることにもつながり、大変重要なことであ
る。その楽しかったこととして最も多いのが学校行事を
はじめとする特別活動であるが、学生は特別活動の何た
るかを知らずにいるのである。初回の講義における意識
調査では、特別活動とは何かという問いに対して最も多
い回答が部活動や給食などであり、総合学習も特別活動
と捉える学生もいる。このことから、各教科のように教

経験あり

経験なし

生徒会役員等の経験

49%51%

科書を使って学び、試験が行われ、成績評価が行われる
もの以外の活動を漠然と特別活動と受け取っていると思
われる。

③計画的・組織的取組よりも、教員の熱意と負担の上に
実施される傾向が強い特別活動
一方、学校の教員も特別活動について年間指導計画は

作成するものの、計画的・組織的取組になっておらず、
学級担任や生徒会顧問、各学校行事担当教員の裁量に任
せている傾向がある。また、教員個人の熱意や過剰な負
担にゆだねている場合もある。しかも、現在授業時数の
増加等により、特別活動に力を入れて取り組むことが難
しくなっている状況がある。このように、特別活動が学
校全体で計画的・組織的に取り組まれることなく、教員
個人の力量や熱意に支えられ、経験主義的に行われてい
るとすれば、教員とりわけ新任教員にとっては負担が大
きいと考える。

以上のことから、教職課程の特別活動論においては、
学校の教育活動全体における特別活動の位置づけ、その
教育的意義と活動内容、計画的・組織的指導の在り方等
について理解を深めるとともに、学級活動等具体的な場
面での実践的な指導力を育むことを主眼としたい。

２　なすことによって学ぶ特別活動指導法

①特別活動の教育活動としての特質
特別活動の教育活動としての特質として、次の２点が

挙げられる。
一つは、集団活動を特質とすることである。一人一人

の生徒が様々な集団に所属して活動することによって、
生徒の人間関係も多様になり、生活経験も豊富になるな
ど、他の教育内容とは異なる意義が認められる。また、
好ましい人間関係を形成するために必要な能力や態度、
人間としての生き方を探求し自己を生かす能力や態度な
どが養われることが期待される。

二つ目には、実践的な活動を特質とすることである。
実際の生活経験や体験活動による学習、すなわち「なす
ことによって学ぶ」（learning by doing）ことを通して、
全人的な人間形成を図るという意義を有している。また、

「なすことによって学ぶ」ことを通して、教科等で学ん
だことを総合化し、生活や行動に生かすという自主的・
実践的な態度を育てることが期待されている。

②「学級活動を想定した模擬指導」の取組み
①で述べた特別活動の特質を踏まえつつ、受講生に特

別活動の実践的指導力を育成するためには、特別活動の
教育的意義や内容などの理解を踏まえ、実際に指導案を
作って摸擬指導をやって見ることが必要である。受講生
も「なすことによって（特別活動の指導の在り方を）学
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ぶ」のである。
本学における教職課程の特別活動論（３年次生中心）

の講義は100名程度の受講生で編成されている。受講生
は９学部にまたがっており、科目等履修生や院生も含め
互いに面識のない学生が多い。また、日本の学校では意
見発表などの発言は小学生が最も積極的であり、中学
生・高校生とやや消極的になり、大学生が最も消極的で
あるといわれている。

そのため、講義においては、まず始めに班編制を行い、
受講生相互の「共感的人間関係」を育むことや、班長、
副班長等各自の役割分担をするなどして「自己存在感」
や「自己有用感」を感じることが出来るようにしている。
 ［模擬指導の手順と準備］
１　課題を選択する。（別表の模擬指導割当表の中から

班で担当する課題を選ぶ）

２　班で役割分担をする。（学級担任役、指導案作成者、
ワークシート・資料製作者、板書計画係など班全員で
適切に仕事分担する。）

３　模擬指導の内容と流れを話し合う。
※「導入・展開・まとめ」の流れを明確に作る。
※板書するならその計画を立て、実際に書いてみること。
※担任役は表情や声の大きさなどに気をつけイメージト

レーニングしておく。
４　プリント資料や模造紙など必要に応じて作成する。
 ［実際の模擬指導と評価］30分間
１　講義の後半に、10分程度の模擬指導をおこなう。指

導の中で、必ず、生徒の話し合いや発表などの活動を
入れる。

２　模擬指導終了後、良かった点と改善点などの協議を
行う。

課　　　　　題 班
４月24日 １ 　あなたは１年生の担任になりました。入学式が終了しこれから教室で学級開きをする

ことになりました。これからの中学校生活に向けて、夢や目標が持てるように話をして
ください。（学級活動）

５月１日 ２ 　あなたの学級において「早寝、早起き、朝ご飯」を推進したいと思います。どのよう
な資料を使うかも含め話の内容を考えて生徒に話をしてください。（学級活動）

５月８日 ３ 　小学校では宿題をしていればよかったが、中学校での家庭学習は何をどのようにした
らいいか分からないという生徒が多く見られます。担任として指導してください。（学
級活動）

５月15日 ４ 　３泊４日の自然教室が近づいてきました。場所は背振少年自然の家で登山も計画され
ています。そこで、自然教室のねらいと内容を踏まえ、事前指導してください。（学校行事）

５月22日 ５ 　中学生は思春期に入り、異性を意識し始める時期である。男女相互の理解と協力とい
うテーマでどのように指導しますか。（学級活動）

５月29日 ６ 　給食の食べ残しが多いことが、保健委員会の調査で分かりました。そこで、全学級で
担任から指導することになりました。望ましい食習慣について考え、行動に移すことが
できるように指導してください。（生徒会活動、学級活動）

６月５日 ７ 　最近はスマホを持っている中学生が増えているようです。スマホの活用や情報モラル
の大切さもふくめ、適切なスマホの使い方について指導してください。（学級活動）

６月12日 ８ 　あなたのクラスでは、掃除を熱心に取り組む生徒と適当に手抜きする生徒に分かれ、
不満の声が出てきています。どう指導しますか。（学級活動）

６月19日 ９ 　あなたは、３年生の担任です。トイレでタバコの吸い殻が見つかることが何回か続い
ています。タバコの害も含め健康な生活をするための話をしてください。（学級活動）

６月26日 10 　音楽の先生から相談を受けた。それによると我がクラスは受験が迫ってきた２学期か
ら特に授業態度が悪くなってきたということだ。受験科目ではない家庭科や、美術の授
業も同じらしい。学活の時間に指導したい。（学級活動）

７月３日 11 　生徒会役員選挙が実施されることになりました。これからは２年生が中心になって活
動しなくてはいけません。そこで、クラスからも立候補者が出るように生徒会活動の意
義などを話し盛り上げてください。（生徒会活動、学級活動）

７月10日 12 　ある生徒の話から、学級内でいじめが続いていることが分かった。いじめを許さない
学級づくり（学校づくり）のためクラス全体に話をしてください。（学級活動）

　

ｐ４、５に６月５日実施の指導案とワークシートの一部（まとめの部分）を掲載している。

模擬指導割当表

なすことによって学ぶ特別活動論（菊池） ―　　―63
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 ［模擬指導準備の振り返り］
各班の模擬授業の準備等についての振り返りでは、

○どのような模擬授業を行えば中学生の心に響くのか班
で話し合った。（ケータイ、スマホの使い方班）

○インパクトのある授業にする事を意識して意見を出し
合った。

○役割分担はすぐに決めることが出来た。
○担任だけでなく、栄養士役を登場させたのはよかっ

た。（給食の食べ残し班では、栄養士と連携した指導
を行った。栄養士は白衣で登場し、どのように献立を
考えているか、食材の栄養等の話をした。）

○指導案の作成に時間がかかった。
○資料集めが大変だった。
○リハーサルをしたが、メンバーの時間調整や場所の確

保が大変だった。
○学部や学科が違う人達とのチームでの活動だったので

連絡などが大変だった。
○結果として、リーダーの人に多くの仕事をしてもらっ

た。
○指導案やワークシートなどに不備がないか事前に確認

し、内容を理解した上で教師役の人をサポートでき
た。　など
 ［模擬指導の振り返り］
○とても緊張したが、チームワークがよく準備できたの

で、何とかうまく出来た。
○教壇に立つとあがってしまい、うまく話せなかった。
○いい経験になった。教師の大変さが分かった。
○担任の先生はたくさん指導案を作らないといけないの

で大変だろう。
○表情が硬く、声が小さかった。
○机間指導することを忘れてしまった。
○黒板の字が小さくて、後ろの座席の人が見えにくい。
○生徒の顔をしっかり見て、話しかけることが大切だ。
（それが出来ていない）

○指導案を見ていて目線が下がっている。
○声が通っている人と通っていない人とでは、生徒の意

欲が違ってくると感じた。　など

以上のように、ほぼ毎回受講生による学級活動の模擬
指導を実施しているが、継続していくことによって、次
第に模擬指導が上手になってくる。また、模擬指導に対
する「よい点・改善点」などの評価についても適切な指
摘が出来るようになってきている。

こうした取組を通して、模擬指導を成功させるための
ポイントとして受講生が実感することが２つある。

一つは、指導案や板書計画、補助教材などの入念な準
備と「導入―展開―まとめ」の流れのイメージトレーニ
ングの大切さである。（班によっては、リハーサルを行っ
ている。）

これらのことは、教職を目指す学生ならば理解してい
るはずである。

二つ目は、教壇に立ってはじめて気付くことだが、教
壇の位置から講義室の雰囲気を感じ取ると、それは相当

「静かで、冷ややか」なものなのである。教師と生徒間、
生徒相互の「信頼関係」いわゆる「共感的人間関係が」
まだ成立していない。生徒役の学生の顔を見ただけで、
頭の中が真っ白になったり、授業を盛り上げる話し方が
できなかったりすることがある。また、一方では、巧み
な話術やボディランゲージで生徒をひきつける学生も存
在する。教職を目指す学生は、学校ボランティアなどの
体験を積み子供たちと接する機会を増やしたり、学校の
教師の授業を参観したりすることが大切である。

３　成果と今後の課題

特別活動は、児童生徒にとって学校生活を楽しく豊か
にする機能を持っている。また、社会性や道徳性の育成
にも大きな役割を果たしている。集団活動を通して、各
自の役割を果たすことによりキャリア形成にもつながっ
ている。このように、特別活動は、日本の学校教育の土
台を築く働きをしていると言っても過言ではない。

学校現場の実態をみると、年間指導計画で配分されて
いる特別活動年間授業時数の中で、特に学校行事に充て
る時数が多くなっている。また、年間35時間の学級活動
も年度が終わってみるとかなり増加していることが分か
る。各学校では学校行事等の精選に取り組んでいるもの
の、教育改革や時代の動きから新たな教育活動に取り組
まざるを得ない現状がある。また、事務量の増加や複雑
化する生徒指導、強い要望を出してくる保護者対応等教
員の多忙感も増している。以前のように学級づくりや生
徒会活動などにじっくり取り組むゆとりも時間も少なく
なっている。各学校には特別活動の意義を踏まえ、学校
の教職員全体で計画的・組織的に取り組む体制作りがよ
り一層求められる。

一方、大学の教職課程の特別活動論においては、特別
活動の中で中心的役割を果たしている学級活動の目標と
内容を踏まえた実践的指導力の育成に重点をおきたいと
考える。

特別活動は教師の「人間力」的要素を存分に発揮する
活動である。学生の柔軟な発想や対人関係力に期待しな
がら特別活動論の内容を充実させて行きたい。
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� 高橋哲夫・原口盛次・井上裕吉・   　 　

� 今泉紀嘉・井田延夫・倉持博編　教育出版
中学校版すぐ授業に使える性教育実践資料集
� 財団法人日本性教育協会編　小学館
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